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宮崎大学生協

GIセミナー
取り組み概要
日時：5月16,17日
場所：食堂南多目的ホール
参加者数や組合員の反応：新入学生委員
たちがこれからの活動に胸を膨らませて
いた。

POINT.1

2年生の先輩学生委員が新しく入部した1年生の学生委員に大学生協
や学生委員会について教える学習会を実施した。これは毎年宮崎大学
生協学生委員会で実施されている取り組みであり、入ったばかりの1
年生がすぐに理解した状態で活動に参加できるようになっている。ス
ライドや模造紙を活用しながら初心者が理解しやすいように説明やグ
ループワークが進行していた。
また、2年生の実体験を交えながらの説明が1年生にとって、とても

理解しやすかった。

大学生協って？学生委員会って？

大学生協や学生委員会について理解したところで、実際に1年生
を主軸に企画を立てた。前の時間で学んだ「現状・理想・目的・目
標」をもとにしながら組合員の現状を思い浮かべながら、組合員の
理想や企画の目的や目標を考えた。当日は2班に分かれていたため、
お互いにどんな現状からどんな企画を考えたのかを発表した。どち
らの班もよく組合員の現状がとらえられており、その現状に沿った
企画が立案されていた。

企画を作ろう！

背景や概要：学生委員会の2年生が新しく
入ってきた学生委員会の1年生に対して大学
生協や学生委員会の活動について教える活動。

ご質問や[QBK NEWS]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 細川匠 ] 

Hosokawa.Takumi@univ.coop

今回のGIセミナーは2年生の執行代としての自覚が芽生える瞬間であ
り、アウトプットもできるため、より活動の質が向上する取り組みと
なっている。また、2年生は3,4年生に作成を見てもらったり、リハー
サルに1年生役として参加してもらったりすることで正確に研修を行い、
次の代へと引き継いでいくことができている。
来年は今の1年生が自分たちで考え、先輩に相談をしながら次に入

部してくる後輩に向けて研修を行うことになるため、今年の1年間は
学ぶ1年間になり、来年のGIセミナーに向けての準備期間ともいえる。
来年以降もこの形が継承していけるように活動を続けてほしい。

2年生の努力の結晶
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